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（様式１） 

大阪市立生魂小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

《全般》 

令和２年度から続く新型コロナウイルス感染症拡大の影響は、様々な活動が制限されたこ

とにより子どもたちの成長に大きな影響を与えている。例えば運動能力の低下だけでな

く、運動能力のバランスにも偏りがみられるようになり、保健室の来室者数の経年比較で

は、昨年度増加傾向がみられた。併せて、友だちとの関りを始めとする、子どもたちの内

面といった目に見えない部分からも子どもたちの成長に大きな影響が見られた。 

一方、ICT を活用した学習の進化や行事の精選、業務の効率化を図る工夫など、コロナ禍

だからこそ改善され、学校運営に大きく変化をもたらしたところもあった。 

コロナ禍での経験を活かしながら、基礎学力・体力の向上、自己肯定感、自己効力感の育

成に向け、新しい生活様式にあわせた学習活動を計画的に実践していく。 

 

※昨年度の全市共通目標、学校目標の達成状況 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】  

・令和４年度 学校評価アンケートにおいて「学校でのきまりを守っている」の項目につい

て、「よくあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は、93.1％であった。

保護者アンケートによる「学校の決まりや社会のルールが守れている」の肯定的回答が

94.9％であったことから、児童のみならず保護者の意識の高まりが窺えた。 

・令和４年度 学校評価アンケートにおいて「将来の夢や目標がある」の項目について、「よ

くあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は、令和３年度の 81.8％から

84.3％と増加した。また、「係や当番の活動をしっかりやっている」の項目について、「よ

くあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は 96.4％であった。このことか

ら児童の自己有用感の高まりが窺える。  

・令和４年度 学校評価アンケートにおいて「学校へ来るのは楽しい」の項目について、

「よくあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は93.8％であった。保護

者アンケートによる「学校へ元気に通っている」の肯定的回答が98.1％であったことか

ら、本校学校教育への理解が窺えた。 

・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合は77.7％であった。 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

・令和４年度の小学校学力経年調査における平均正答率を見ると、いずれの学年においても

大阪市平均を優に超える結果であった。しかしながら領域によっては、正答率にばらつき

が見られ、定着には課題の分析が必要であり、適切な手立てを講じる必要が窺えた。 
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・令和４年度学校評価アンケートにおいて「学習することは楽しい」の項目について、

「よくあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は90.3％であった。保護

者アンケートによる「学習の基礎・基本が身についている」の肯定的回答が90.7％であ

った。しかし、保護者アンケートによる「家庭で学習する習慣が身についている」の肯

定的回答が83.7％であることから、主体的に学ぼうとする児童の育成が課題である。 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合は 38.6％であった。対話を通じて自分の考えを深めたり、広げたり

することができていることを実感できるように指導を工夫する必要が窺えた。 

・小学校学力経年調査における「外国語(英語)の勉強は好きですか」の項目について、「よ

くあてはまる(ややあてはまる)」と答えた児童の平均割合は 72％であった。児童が学習

に主体的に臨めるように指導を工夫する必要が窺えた。 

・小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合は 69.3％であった。

対話を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていることを実感できる

ように指導を工夫する必要が窺えた。 

・令和４年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、男女の違いはあるものの、

総じて柔軟性と持久力に課題が窺えた。コロナ禍で様々な運動制限や外であそぶ機会が

減少している事から、運動に興味をもって取り組めるような機会を増やしていく必要が

ある。 

令和７年度目標  

【安心・安全な教育の推進】 

・令和７年度の調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について、

「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を全国平均以上に

する。                    (施策１ 安心・安全な教育環境の実現) 

・令和７年度の調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」「自分には良

いところがありますか」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはま

る)」と答える児童の割合を全国平均以上にする。 

(施策２ 豊かな心の育成) 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・令和７年度の調査において、全国学力・学習状況調査における平均正答率の対全国比を

全国平均以上にする。 

(施策４ 誰一人取り残さない学力の向上) 

・令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査における体力合計点の対全国比を全国

平均以上にする。               

(施策５ 健やかな体の育成) 

【学びを支える教育環境の充実】 

・授業日において学習者用端末を毎日使用した学校の割合を100％にする。 

(施策６ 教育DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進) 

・教員の勤務時間の上限に関する基準を満たす教職員の割合を「学校園における働き方改

革推進プラン」における目標を達成する。               

 (施策７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり) 
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中期目標 

【安心・安全な教育の推進】 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」 に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 93％以上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。  

※ 前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態であ 

っても次の１～３に該当しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善され 

たとする人数を把握 

※ 改善とは、次の状態の場合をいう。 

（複数に該当する場合は、最も顕著な項目を選択する。）  

１ 出席日数の増（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認

定含む）  

２ ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながる回数が増えた。  

３ 養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な指

導・相談につながるようになった。または、継続してつながるようになった。 

〇学校アンケートにおける「学校へ来るのが楽しい」という項目に対して、最も肯定的な

「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 70％以上にする。 

〇学校アンケートにおける「将来の夢や希望がある」という項目に対して、最も肯定的な

「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 70％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を 60％以上にする。      

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一集団にお

いて経年的に比較しいずれの学年も前年度より 0.5 ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強はすきですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 85％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 92％以上にする。     

〇小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 75％以上にする。    

〇学校アンケートにおける「学習することが楽しい」という項目に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 93％以上にする。 
 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇ＩＣＴの活用に関する目標を設定する。  

    デジタル教材を活用した朝学習を週１回以上実施する。  

〇教職員の働き方改革に関する目標を設定する。  

     年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 80％以上にする。  

〇学校アンケートにおける「学校・家庭・地域と連携した取り組みを行っている」という

項目に対して、肯定的に回答する保護者の割合を 85％以上にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安心・安全な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」 に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 88％以上にする。     

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。  

※ 前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態で 

あっても次の１～３に該当しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善 

されたとする人数を把握  

※ 改善とは、次の状態の場合をいう。 

（複数に該当する場合は、最も顕著な項目を選択する。）  

1.出席日数の増（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認定

含む）  

2.ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながる回数が増えた。  

3.養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な指

導・相談につながるようになった。または、継続してつながるようになった。 

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学校へ来るのが楽しい」という項目に対して、最も肯定的な

「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 67％以上にする。 

●学校アンケートにおける「将来の夢や希望がある」という項目に対して、最も肯定的な

「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 65％以上にする。 

 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を 50％以上にする。             

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を同一母集団にお

いて経年的比較しいずれの学年も前年度より 0.2 ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強はすきですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 80％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 85％以上にする。                 

〇小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 70％以上にする。                                                   

 

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学習することが楽しい」という項目に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 88％以上にする。  
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３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇ＩＣＴの活用に関する目標を設定する。  

   デジタル教材を活用した朝学習を週１回実施する。     

〇教職員の働き方改革に関する目標を設定する。  

   年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 78％以上にする。                                                         

 

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学校・家庭・地域と連携した取り組みを行っている」という

項目に対して、肯定的に回答する保護者の割合を 82％以上にする。 
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大阪市立生魂小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価(目標別シート) 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校）  

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけな

いことだと思いますか」 に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児

童の割合を 88％以上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少さ

せる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させ

る。  

※ 前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態であっても

次の１～３に該当しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善されたとする人数を把

握  

※ 改善とは、次の状態の場合をいう。（複数に該当する場合は、最も顕著な項目を選択する。）   

1.出席日数の増（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認定含む）   

2.ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながる回数が増えた。  

3.養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な指導・相

談につながるようになった。または、継続してつながるようになった。 

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学校へ来るのが楽しい」という項目に対し

て、最も肯定的な「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 67％以上に

する。                     

●学校アンケートにおける「将来の夢や希望がある」という項目に対し

て、最も肯定的な「よくあてはまる」と回答する児童の割合を 65％以上に

する。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【１ 安全で安心な教育環境の実現】 

相手の気持ちを大切にし、互いの違いを認め合い、助け合える思いやりの気持ち 

を育む。                  （いじめへの対応/不登校への対応） 

 

 

 

 

 
指標 ・年３回、いじめアンケートを実施し、上がった事案について解決する。 

   ・年３回、いじめについて考える日を設定する。 

   ・ＩＣＴ機器等を活用するなど、不登校児童と学期に１度以上はつながる。  

進捗状況 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

取組内容②【１ 安全で安心な教育環境の実現】 

減災教育や防犯・安全教育などを通しながら安全を守るために主体的に行動でき 

る力を育成する。           (防災 ・減災教育の推進／安全教育の推進)  

 

 

 

 

 
 

指標 ・防災学習を他機関と連携し、年に１回実施する。 

   ・交通安全、不審者等、様々な防犯訓練を年に３回実施する 

   ・高学年で非行防止教室を実施する。 

進捗状況 

  

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

取組内容③【２ 豊かな心の育成】 

相手の気持ちを大切にし、互いの違いを認め合い、助け合える思いやりの気持ち 

を育む。        （人権を尊重する教育の推進/多文化共生教育の推進） 

 

 

 

 

 

 
指標 

・ 様々な人権課題の中から子どもたちの発達段階に応じて年間２つ以上の課題に

ついて実践に取り組む。 

・ 学年に応じて、平和学習に取り組む。 

進捗状況 

 

 

 

 

 

次年度への課題 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容④【２ 豊かな心の育成】 

教員の障がいに対する理解の深化および専門性の向上を図る。 

（インクルーシブ教育の推進） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

指標 

・情報の共有を行い理解を深めるために、特別支援教育校内研修会を年間２回以上

実施する。 

・外部講師を招いて研修会をもつ。 

進捗状況 

 

 

 

 

次年度への課題 
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大阪市立生魂小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価(目標別シート) 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校）  

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対

して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 50％以上にする。 

       

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、

同一母集団において経年的に比較しいずれの学年も前年度より 0.2ポイン

ト向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強はすきですか」に対して、肯定

的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を 85％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツを

することは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童

の割合を 70％以上にする。 

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学習することが楽しい」という項目に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 88％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 進捗状況 

取組内容①【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 新学習指導要領のめざす「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした 

 授業づくりを行う。 

                    ( 「主体的・対話的で深い学び」の推進) 

 

 

 

 

 

 

指標 

・外部講師を招いての研修会や、授業研究会に向けての教材研究会を実施する。 

・国語科の実践授業を年６回以上行い「主体的・対話的で深い学び」について研

修・研究を深める。 

・読書タイムや学習の時間等を活用して、週 1 回以上、読書に取り組む。 

進捗状況 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 進捗状況 

取組内容②【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 

  自ら目標を設定し、自分の力で目標を達成できる子どもの育成を図る。 

(言語活動・理数教育の充実) 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 

・ 漢字検定試験やタブレットドリル等活用し、週に 1 回以上、自分の設定した目

標に向かって主体的に学習する機会を設ける。 

・ 漢字検定試験８割の合格をめざす。 

・ 理科の学習において、問題解決の力を育成する。 

進捗状況 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

取組内容③【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の英語４技能の育成を図る。 

  （英語教育の強化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 

・各学年の実態に応じて、英語４技能の育成に向けたカリキュラムを作成する。 

・年に 1 回以上、外部講師を招き研修会を実施する。  

進捗状況 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

取組内容④【５ 健やかな体の育成】 

 体力・運動能力向上に向け、児童が進んで運動に取り組めるよう、楽しい体育授

業づくりや運動環境整備を進める。 

( 体力・運動能力向上のための取組の推進 )     

 

 

 

 

 

 

 

指標 

・ 子どもたちが楽しく運動に取り組める場の設定や励みカード、「ちょこっと運

動」などの工夫を行う。 

・ 子どもの体力・運動能力向上になる取り組みを、年に２回以上実施する。 

進捗状況 

  

 

 

次年度への課題 

 

 

 

 



 - 11 - 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 進捗状況 

取組内容⑤【５ 健やかな体の育成】 

規則正しい生活習慣を身に付け、健康の保持・増進への意欲を高める。 

(健康教育・食育の推進) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

指標 

・ 生活リズムや清潔に対する意識を高めるために、月 1 回「せいけつしらべ(ハ

ンカチ・ティシュ・歯みがき等)」学期に１回「元気アップ週間（早寝・早起

き・朝ごはん・歯みがき等）を実施する。 

 

・ 健康に関する指導や食育に関する指導を子どもたちの発達段階に応じて学期に

１回以上実施する。 

  

進捗状況 

・  

 

 

 

 

 

次年度への課題 

・ 
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大阪市立生魂小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価(目標別シート) 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校）  

〇ＩＣＴの活用に関する目標を設定する。  

   デジタル教材を活用した朝学習を週１回実施する。    

〇教職員の働き方改革に関する目標を設定する。  

    年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 78％以上にする。  

                  

学校園の年度目標 

●学校アンケートにおける「学校・家庭・地域と連携した取り組みを行って

いる」という項目に対して、肯定的に回答する保護者の割合を 82％以上に

する。                             

 
 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【６ 教育ＤＸの推進】 

1 人１台端末の環境を生かし、デジタルドリルや協働学習支援ツールを

活用することで子どもの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学

びの実現に向け取り組む        （ICT を活用した教育の推進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 

・学年の実態に応じ、1 人１台端末を効果的に使用した学習を行う。 

・児童アンケートにおける「1 人１台端末を活用した学習は楽しい」という項目に 

 対して、肯定的な割合を 90％以上にする。 

・情報モラル教育を各学年１回実施する。  

進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容②【７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

  教員の働きやすい環境を整備する。           (働き方改革の推進)     

 

 

 

 

 

 

指標 

・学年や校務分掌等の仕事内容や分担を見直し、昨年度より一人当たりの業務量

を減らす。 

進捗状況 

 

 

 

 

次年度への課題 

 

 

 

 

取組内容③【７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

  校内研修体制を整備する。              （教員の資質向上） 

 

 

 

 

 

 

 

指標 

・年間研修計画を立て、計画的に校内研修を実施する。 

進捗状況 

 

  

 

 

次年度への課題 

 

 

 

 

取組内容④【９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

 学校・地域・保護者の連携による取り組みを推進する。 

( 教育コミュニティづくりの推進 )     

 

 

 指標 

・ コロナ禍でも実施可能な地域との交流活動を工夫し全学年で１つ以上取り組

む。 

・ 各学年の実態に応じて、SDGs を意識した取り組みを進める。  

進捗状況 

〈Ｒ４年度 学年の SDGs の取り組み〉 

１年 ②食品ロスをなくす 

２年 ③地域の施設 

３年 ③いいとこ見つけ 

４年 ⑥水について 

５年 ②⑫米作り 

６年 ひとりひとりの SDGs 

次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 


